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ご協力いただいたみなさまのご紹介

これまで前身の低炭素杯と脱炭素チャレンジカップに出場したことがあり、本取組に“愛”があふれ、自身の活動

フィールドを生かしながら、草の根的に広めて頂くことを目的に、2017年よりアンバサダー制度を実施しています。

今年度から６名の方に、脱炭素チャレンジカップアンバサダーとして活躍いただいています！

“アンバサダー”として、脱炭素チャレンジカップを盛り上げて頂きました！

“協力団体”として広報面・当日のスタッフとしてもご協力いただきました！

  こどもエコクラブとは、幼児から高校生までなら誰でも参加できる
環境活動のクラブで、現在約1,700クラブ、9万人を超える子どもた
ちが全国で活動しています。
　「ジュニア・キッズ部門」への子供たちの応募を促進するべく、こど
もエコクラブに協力いただき、登録クラブにエントリー募集の声がけ
をしていただきました。今回は、ファイナリストの中で2団体がこどもエ
コクラブの関係/登録団体でした！

こどもエコクラブ全国事務局
（公益財団法人 日本環境協会）　

　ファインモータースクールは、低炭素杯に何度も出場、受賞してい
る常連団体で、免許取得の際に自然とエコドライブが身につく「楽エ
コ教習」を基軸に、小学校でのエコドライブ寸劇や、自治体職員向け
のエコドライブ指導者養成など、多様な取り組みを通じて「エコドライ
ブ」の普及を行う自動車教習所です。今年は当日に、受付スタッフとし
て、事務局と一緒に汗を流していただきました！

自動車教習所
ファインモータースクール

当大会は、世代を超え脱炭素社会構築を目指し、全国各
地の多種多様の優れた活動を発表する場です。私達、栃
木農業高校は、豊かな地域資源の保全・生活文化の復
活継承に取り組んだ結果、低炭素杯2012、2013の全
国大会にて2年連続環境大臣賞グランプリを受賞させて
いただきました。
この大会で得られた世代間連携・地域おこし活動などの
体験報告は、卒業後、社会人として「生きる力」を育む原
動力となっています。

初めてのオンライン開催となった「脱炭素チャレンジカッ
プ」でしたが、今回も地域で活動する皆さんが集い、ワー
クショップでは様々な意見や課題などを共有することが
でき有意義な大会になりました。気候変動はこれまでに
経験したことのない大規模な台風や豪雨など、私たちの
暮らしに与える影響は大きくなっています。この大会を通
じて気候変動を止めるための地域活動の輪が広がり、一
人ひとりが生活スタイルを見直すきっかけになることを
願っています。

脱炭素チャレンジカップのゆるっとした温かい雰囲気が
好きです。私は2016年の低炭素杯でエコドライブを
様々な世代に啓発する内容を発表し、文部科学大臣賞を
頂きました。その後はアンバサダーとしてゲスト審査員や
当日受付のお手伝いしています。会場には洗練されたア
イデアを持った様々な地域や世代の方が集まります。世
の中にまだ知られていない取り組みも沢山あって、まさに
宝箱のような大会だと思います。そんな脱炭素チャレンジ
カップをもっと多くの人に知ってもらいたいです。

私の大好きな低炭素杯。アットホームで温かみのある雰
囲気はそのままに、今回から脱炭素チャレンジカップとし
て生まれ変わりました。2014年の初ファイナリストから、
3度目の正直で文部科学大臣賞を頂いた後もずっと関
わらせていただいているこの大会。今年もアンバサダー
を務めさせていただき嬉しく思っています。これからも脱
炭素社会を目指す皆さまと一緒に大会を盛り上げていけ
れば幸せです。さあ、エコドライブに取り組みましょう。

● 元　栃木農業高等学校　教諭
　小森　芳次　様

● FMおとくに　事務局長
　木本　直樹　様

● ファインモータースクール　広報チーム
　齊藤　千絵　様

● エコドライブ研究所　代表
　福田　慎太郎　様

気さくで良い人たちがたくさんいる低炭素杯。2017年
に「ホタルネットワークmito英宏ecoスクールプロジェク
ト」で寸劇を交えて披露した結果、環境大臣賞金賞をい
ただきました。その後も会場に足を運び、脱炭素チャレン
ジカップ2020では講演された憧れの五箇公一先生と
パネルディスカッションに同席、低炭素杯をきっかけに
「セブンの森づくり」に発展した取り組みを発表させてい
ただきました。大学生になり、アンバサダーとしてまたこの
場所に戻ってきたことに感激しています。大会をさらに広
げて仲間を増やしていけたらと思います。

始めて低炭素杯に出場したのは小学4年の2017年、学
校の裏手にある耕作放棄地を再生した発表でした。
その後、2018年にワイズユースを学びラムサールネイ
チャーガイドに登録、2019年に茨城県地球温暖化防止
活動推進センターのエコカレッジを受講して温暖化や気
候変動、ＳＤＧｓやＥＳＧなどを学び、国内最少年の地球温
暖化防止活動推進員に任命されました。脱炭素チャレン
ジカップとなった2020年は、「地域を超えたこどもたち
のＳＤＧｓ」を披露させていただきました。大会を通じ、脱炭
素の輪が広がることを期待します。

● ホタルネットワークmito
　高橋　克英　様

● 逆川こどもエコクラブ　クラブメンバー
　小島　大知　様

（写真右、左は五箇先生）
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